
「やさしい日本語」から防災教育へ

日本語教室での防災教育

２０１０

「やさしい日本語」有志の会



災害発生から72 時間

：情報が伝わりにくい

外国人 ＝災害と情報の二重の被災

地震や津波のない地域から来た人

・電話が通じない
・日本語も英語も理解できない
・どんな支援が行われているかもわからない

災害時の現状



災害時によく使われる言葉

• 安否を確認する

• 火の元を確認する

• 身の安全を確保する



・避難所への誘導
「話しことば」

・必要最低限の生活情報
 「掲示物や書きことば」

災害発生直後

避難所に移動後

・様々な救助活動
・翻訳ボランティアによる、より詳細な情報提供

災害後72 時間以降

日本語
 

初級レベルの語彙・文法
「やさしい日本語」で

災害時の現状



弘前大学
 

佐藤和之教授
「やさしい日本語」研究会







外国人のための
 防災ガイドブック

災害時に少しでも多くの外国人も助かってほしい



「やさしい日本語」有志の会

『防災ガイドブック』を使った授業を

多くの日本語教室で！

防災授業のサポートを目的に設立



２０１０年度の取り組み

①日本語教室での防災教育

②「やさしい日本語」の普及活動

③ホームページでの広報活動



①日本語教室で防災教育を

６月
 

事前調査
 『防災ガイドブック』を使って授業

 →アンケートの集計

８月
 

防災授業の教案、イラスト集の作成
 防災グッズの購入

９月
 

勉強会
 ＮＴＴドコモ

 防災士



ボランティア日本語教室における防災授業
 『外国人のための防災ガイドブック』を用いて



防災授業

６月、７月、１０月
 京都外国語専門学校

１０月２９日
 

綾部市国際交流協会

１月１４日
 

宇治国際交流クラブ

１月１９～２４日
 

にほんご空間・京都

１月２５日
 

精華グローバルネット

２月１６日
 

京都ＹＷＣＡ

２月２０日
 

京丹後市災害情報伝達訓練



成果と改善点

①日本語教室での防災教育

○日本語教師＝意義を理解

○防災授業の取り組みの拡大

×さらに多くの教室で取り組んでもらうためには
→多様な教案や防災教育の方法を提示する必要

×教師にも基礎知識の習得が

→研修会、勉強会の実施



②「やさしい日本語」の普及活動

対象：日本人

1. 災害時に外国人が陥る状況

2. 「やさしい日本語」の作り方

3. いま、皆さんができること



立命館大学  ボランティアセンター

２０１０年６月２２日

災害時に外国人が置かれる状況

「やさしい日本語」の作り方

コミュニケーションとしての「やさしい日本語」



(財)京都市国際交流協会
 

機関紙
 

Life in Kyoto
２０１０年７月１４日

災害時の外国人の陥る状況

「やさしい日本語」の作り方

外国人にとってやさしいとは？



京都府国際センター
 

地域国際化ネットーワーク会議

１１月２日

京田辺市市民参画課

(財）亀岡市交流活動センター

城陽市国際交流協会

南丹市国際交流協会

精華町企画調整課

せいかグローバルネット

久御山町総務課

１１月５日

舞鶴産業振興部観光商業課

綾部国際交流協会

宮津市総務室秘書広報係

京丹後市企画政策課

京丹後市国際交流協会

福知山市企画政策部
まちづくり推進課

京丹波町国際交流協会

「やさしい日本語」で情報発信を







成果と改善点

②「やさしい日本語」の普及活動

大学
 

⇒
 

大学生、院生、留学生、大学職員

国際交流団体、行政職員

さらに多くの人たちに



③ホームページでの広報活動

◆情報収集・整理
 ・教案例

 ・ツール
 ・クイズやゲーム

「全国の日本語教室で防災授業に役立つ」

４月から本格運用予定

◆情報発信



防災教育の広がり

京都FF日本語クラブ

京都府国際センター

にほんご空間・京都

たちばな倶楽部

京都市伏見青少年活動センター
にほんご教室

朋友館

宇治国際交流クラブ
日本語教室

スピーク・サロン
日本語の学習会

世界はテマン

せいかグローバルネット

京田辺国際ふれあいネット

京都国際文化協会
日本語プログラム

綾部国際交流協会

京都市国際交流協会
京都YWCA「洛楽」

京都にほんご
 Rings

「やさしい日本語」
 有志の会

個人会員

個人会員個人会員

個人会員
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